
静
岡
市
平
和
委
員
会
は
１
月
28

日
、
２
０
１
７
年
総
会
を
開
き
ま

し
た
。
委
任
（
69
名
）
を
含
め
出

席
は
81
人
で
し
た
。

平
和
憲
法
を
破
壊
し
、
改
憲
を

狙
う
安
倍
政
権
の

下
、
私
た
ち
平
和

委
員
会
の
活
動
は

ま
さ
に
正
念
場
を

迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
情
勢
討

議
と
活
動
報
告
の

後
、
活
動
方
針
と

新
役
員
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
昨
年

の
役
員
に
加
え
、

新
た
に
副
会
長
に

海
野
順
二
さ
ん
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

出
席
さ
れ
た
小

林
三
郎
さ
ん
（
顧

問
）
に
感
想
を
寄

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

（
一
）

総
会
は
論
議
の
中
で
、
近
づ
く

ビ
キ
ニ
デ
ー
、
被
爆
者
署
名
活
動
、

核
禁
条
約
へ
の
見
通
し
、
最
近
の

ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
と
国
際
政

治
の
問
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

且
つ
平
和
委
員
会
と
各
種
平
和
核

禁
団
体
な
ど
と
の
連
携
協
力
、
県

内
外
各
地
域
の
活
動
を
話
し
合
っ

た
。
浜
岡
原
発
や
平
和
教
育
に
つ

い
て
具
体
的
で
真
剣
な
発
言
が
あ
っ

た
。総

会
は
す
べ
て
の
事
案
に
つ
い

て
異
議
な
く
、
満
場
一
致
で
採
択

さ
れ
た
。

（
二
）

総
会
論
議
を
通
じ
て
、
私
に
は

「
核
兵
器
廃
絶
の
活
動
の
進
展
と

現
実
世
界
の
構
造
変
化
」
を
ど
の

よ
う
に
理
解
す
る
か
と
い
う
問
題

に
最
大
の
関
心
が
あ
っ
た
。

お
粗
末
且
つ
無
責
任
な
感
想
的

理
解
で
は
、
現
段
階
の
核
廃
絶
を

め
ぐ
る
た
た
か
い
は
最
も
急
迫
し

た
地
点
に
差
し
か
か
っ
て
き
て
い

る
と
思
う
。

昨
年
暮
れ
の
国
連
総
会
で
は
、

核
兵
器
禁
止
条
約
交
渉
開
始
賛
成

の
国
々
が
１
１
３
か
国
に
達
し
て

い
る
。
世
界
の
圧
倒
的
多
数
の
国
々

が
協
力
し
て
核
禁
条
約
を
結
ぼ
う

と
呼
び
か
け
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
核
大
国
と
こ
れ
に
追
随

す
る
日
本
を
含
む
数
か
国
が
反
対

し
た
。

こ
の
双
方
を
め
ぐ
る
た
た
か
い

が
国
際
政
治
の
焦
点
と
な
っ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の

焦
点
の
中
身
は
①
友
好
と
憎
悪
、

②
話
し
合
い
と
拒
否
、
③
協
力
と

分
裂
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

私
た
ち
は
今
ま
で
こ
の
焦
点
の

前
者
に
あ
っ
て
、
そ
の
最
先
端
の

た
た
か
い
で
、
名
誉
あ
る
地
位
を

占
め
て
き
た
。

こ
れ
は
実
に
誇
る
べ
き
こ
と
で

は
あ
る
ま
い
か
、
自
信
を
も
っ
て

い
い
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ

れ
か
ら
も
、
こ
の
期
に
及
び
、
一

層
力
を
尽
く
し
て
名
誉
あ
る
路
線

を
強
め
、
踏
み
固
め
て
い
か
ね
ば

な
ら
ぬ
と
思
う
。

（
三
）

平
和
問
題
と
関
連
し
て
こ
の
際

以
下
二
点
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き

た
い
。
そ
の
ひ
と
つ
。

「
民
族
間
の
対
立
や
文
明
間
の

対
立
」
が
、
現
代
世
界
の
根
本
矛

盾
だ
か
ら
、
こ
の
解
明
こ
そ
が
平

和
問
題
の
中
心
に
な
る
と
す
る
意

見
が
あ
る
。
テ
ロ
は
悪
い
が
報
復

戦
争
は
い
い
な
ど
と
論
証
抜
き
で

主
張
す
る
ア
メ
リ
カ
の
新
大
統
領

の
発
言
が
そ
れ
だ
。

こ
の
よ
う
な
意
見
の
背
後
に
は

必
ず
や
、
民
族
間
（
宗
教
を
含
め

て
）
文
明
間
の
不
和
を
か
き
た
て

て
争
い
を
増
幅
さ
せ
、
そ
の
結
果

自
国
と
大
企
業
を
儲
け
さ
せ
よ
う

と
す
る
企
み
が
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
は
な
い
か
と
思
う
。

そ
の
ふ
た
つ
。
原
子
力
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
つ
い
て
。
は
っ
き
り

言
っ
て
「
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
破
壊
力
で
こ
そ
あ
れ
、
生
産

力
で
は
あ
り
え
な
い
」
と
い
う

こ
と
。
少
な
く
と
も
、
現
在
の

資
本
主
義
社
会
の
も
と
で
は
原

子
力
発
電
に
し
て
も
、
原
子
力

動
力
に
し
て
も
、
生
産
力
発
展

の
対
立
物
で
あ
っ
て
、
「
平
和

利
用
」
な
ど
幻
想
に
過
ぎ
な
い

と
思
う
。
Ｉ
Ｔ
化
が
進
み
、
新

し
い
技
術
開
発
、
科
学
的
革
新

が
あ
っ
た
と
し
て
も
現
行
制
度

の
も
と
で
は
決
し
て
原
子
力
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
生
産
力
足
り
得
な

い
と
、
私
は
確
信
し
て
い
る
。
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美
和
地

域
に
図
書

館
が
で
き

た
こ
と
を

き
っ
か
け

に
、
読
書
会
を
立
ち
上
げ
、
月

１
回
の
ペ
ー
ス
で
会
を
開
い
て

い
ま
す
。
今
年
で
７
年
目
を
迎

え
ま
す
。

こ
の
１
月
の
会
で
は
、
竜
爪

山
九
条
の
会
の
北
野
先
生
か
ら

「
漱
石
ア
ラ
カ
ル
ト
」
と
題
す

る
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

北
野
先
生
は
、
元
々
高
校
の

地
理
の
教
師
で
す
が
、
東
京
に

憧
れ
て
い
た
こ
と
で
東
京
の
漱

石
在
住
の
地
や
作
品
に
登
場
す

る
場
所
を
く
ま
な
く
訪
ね
歩
い

た
と
の
こ
と
。

漱
石
の
作
品
は
、
奥
が
深
く
、

当
時
（
明
治
～
大
正
）
の
社
会

や
政
治
に
対
す
る
批
判
的
見
解

が
書
か
れ
て
い
る
。
戦
争
と
平

和
に
つ
い
て
も
語
ら
れ
て
い
る

と
の
話
に
読
書
会
参
加
者
は
驚

き
、
感
心
し
ま
し
た
。

生
誕
１
５
０
年
（
昨
年
）
、

没
後
１
０
０
年
の
節
目
の
今
年
、

改
め
て
漱
石
の
作
品
を
読
み
論

じ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま

し
た
。

竜
爪
山
九
条
の
会
が
３
月
５

日
に
予
定
し
て
い
る
講
演
会
の

講
師
、
小
森
陽
一
先
生
も
漱
石

の
研
究
者
、
お
話
を
聞
く
こ
と

が
楽
し
み
で
す
ね
。

美
和
在
住

新
村

直
樹

風の
子

アベノミクスの下心

２月４日、経済学者の浜矩子さんの「ど

うなる？私たちの暮らし―アベノミクスの

真相」と題する講演を聞いた。

浜さんは、アベノミクスを早い段階から「アホノミクス」、

最近では「どアホノミクス」とまで言い切って批判してきた。

この「アホノミクス」の隠れた狙い、つまり下心は、ＧＤＰ

を拡大し、それによって軍備を強化しかつての強い日本を取

り戻すことにあるとする。

異次元の量的緩和、マイナス金利導入など打つ手が次々と

失敗、破たんが誰の目にも明らかになっているアベノミクス

だが、その失敗を取り繕うために、同一労働同一賃金、女性

活躍推進、地方創生、働き方改革など耳当たりのいいことを

打ち出してきている。

これらアベノミクスの弥縫策は、それぞれが危険な狙い、
び ほ う さ く

つまり下心をもっている。浜さんは、それを十分に承知した

上で、「中身を一つ一つ考えるのは馬鹿げている、無条件に

全否定、個別的な甘言に惑わされず、全てが「戦後レジーム

からの脱却」つまりは、「大日本帝国」に収斂されていくこ

とを片時も忘れてはならない」と断じた。痛快である。

（合戸 政治）

静岡市平和委員会総会開かれる

つむじ風



私
は
庵
原
の
農
家
で
、
祖
母
、

父
、
母
、
姉
六
人
兄
弟
の
十
人
家

族
、
五
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

庵
原
尋
常
小
学
校
に
入
学
。
悪

戯
が
得
意
で
、
の
ん
び
り
し
た
細

長
い
先
生
に
「
ス
ッ
ト
ン
」
と
あ

だ
名
を
つ
け
た
。
怒
る
先
生
に
は
、

教
室
の
入
口
に
黒
板
拭
き
を
。
白

墨
箱
に
蛙
を
入
れ
る
。
蛙
の
飛
び

出
し
た
時
の
先
生
の
顔
、
教
室
中

の
笑
い
声
、
先
生
の
び
っ
く
り
顔

を
思
い
出
す
。
何
時
も
鞭
で
た
た

く
先
生
に
は
、
授
業
放
棄
を
す
る

悪
戯
坊
主
だ
っ
た
。

休
み
の
日
に
は
川
で
ド
ジ
ョ
ウ
、

フ
ナ
、
シ
ジ
ミ
採
り
。
ド
ジ
ョ
ウ

は
小
遣
い
稼
ぎ
に
な
っ
た
。
春
は

山
に
ワ
ラ
ビ
、
ゼ
ン
マ
イ
、
イ
タ

ド
リ
を
と
っ
た
。
塩
や
炭
酸
を
い

つ
も
持
っ
て
い
て
、
イ
タ
ド
リ
に

塩
、
夏
ミ
カ
ン
に
は
炭
酸
を
つ
け

る
。
サ
イ
ダ
ー
の
よ
う
。
秋
は
稲

刈
り
を
手
伝
い
、
イ
ナ
ゴ
と
り
、

山
芋
掘
り
。
チ
ャ
ン
バ
ラ
、
ビ
ー

玉
、
メ
ン
コ
な
ど
、
集
団
で
日
暮

れ
ま
で
遊
び
、
冬
は
麦
踏
み
。

陸
上
競
技
、
相
撲
で
県
大
会
に

出
場
、
相
撲
は
昭
和
16
年
県
学
童

選
手
権
大
会
（
読
売
新
聞
社
主
催
）

で
優
勝
し
た
。

叔
父
は
、
軍
服
の
胸
に
金
鵄
勲

章
、
腰
に
軍
刀
、
襟
に
大
尉
の
徽

章
を
付
け
、
八
の
字
髭
の
り
り
し

い
姿
で
時
々
来
て
く
れ
る
。
庵
原

中
学
校
（
現
東
校
）
軍
事
教
官
で
、

戦
地
で
機
銃
や
大
砲
な
ど
目
の
前

で
爆
発
し
、
吹
っ
飛
ば
さ
れ
た
と

か
負
傷
者
続
出
の
中
、
戦
っ
た
と

い
う
話
を
聞
い
て
、
自
分
の
血
潮

が
燃
え
上
が
り
、
洗
脳
さ
れ
、
軍

国
少
年
に
な
っ
て
い
っ
た
。

長
男
は
召
集
さ
れ
、
北
支
方
面

の
戦
地
に
、
次
兄
は
ガ
タ
ル
カ
ナ

ル
島
へ
行
く
予
定
だ
っ
た
が
、
病

気
に
か
か
り
、
病
院
生
活
。
三
兄

は
徴
兵
で
内
地
勤
務
と
な
っ
た
。

昭
和
18
年
６
月
、
少
年
志
願
兵

に
合
格
。
地
元
の
お
宮
様
に
無
事

に
頑
張
れ
る
よ
う
祈
願
。
家
族
、

親
戚
一
同
、
友
達
な
ど
の
千
人
針

を
腹
に
ま
き
、
町
内
会
長
は
じ
め

町
内
の
皆
さ
ん
の
握
手
や
肩
を
叩

い
て
「
頑
張
っ
て
ね
」
と
、
役
場

ま
で
歓
呼
の
声
に
励
ま
さ
れ
、
感

激
し
た
。

目
指
す
横
須
賀
海
兵
団
入
団
。

官
品
と
し
て
衣
類
一
式
、
靴
、
筆

記
用
具
、
洗
面
具
、
針
、
糸
な
ど

消
耗
品
を
含
む
品
を
貸
与
さ
れ
た
。

翌
日
か
ら
食
事
当
番
、
洗
濯
、
学

習
、
起
床
、
就
寝
な
ど
の
説
明
。

吊
り
床
の
吊
り
方
、
格
納
練
習
、

な
か
な
か
う
ま
く
で
き
な
い
。
寝

て
も
ず
り
落
ち
て
困
っ
た
。
夜
中

に
ず
れ
落
ち
る
者
も
あ
っ
た
。
要

領
が
わ
か
り
落
ち
る
こ
と
が
な
く

眠
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

朝
６
時
起
床
。
ラ
ッ
パ
で
飛
び

起
き
、
吊
り
床
格
納
、
洗
面
、
運

動
場
で
体
操
、
朝
食
、
洗
濯
、
学

習
と
続
く
。
体
操
は
腕
立
て
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
、
梯
子
の
上
り
下
り
、

競
争
な
ど
。
学
習
は
電
気
、
機
器

の
取
り
扱
い
。
中
隊
長
の
戦
争
に

対
し
て
の
精
神
訓
話
。

突
然
、
備
品
、
持
ち
物
の
チ
ェ
ッ

ク
が
あ
り
、
班
員
の
中
に
不
足
の

も
の
が
あ
る
と
、
班
全
員
の
注
意

が
足
り
な
い
と
全
員
が
罰
を
受
け

た
。
精
神
棒
で
尻
を
三
回
叩
か
れ

る
。
一
回
叩
か
れ
、
次
の
二
回
目

に
尻
を
下
げ
る
の
で
腰
骨
に
あ
た

り
、
大
け
が
を
す
る
の
で
、
尻
を

下
げ
な
い
よ
う
に
我
慢
す
る
。
叩

か
れ
る
と
、
一
週
間
く
ら
い
は
吊

り
床
に
上
向
き
で
は
寝
ら
れ
な
く

て
横
か
下
向
き
で
、
寝
苦
し
い
夜

が
続
く
。
そ
の
夜
は
い
び
き
で
は

な
く
泣
き
声
だ
け
の
長
い
夜
で
あ

る
。
３
～
４
回
あ
っ
た
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
も
そ
ん
な
こ
と
が
続

く
の
だ
ろ
う
と
、
自
殺
者
も
何
人

か
で
た
と
噂
が
さ
さ
や
か
れ
た
こ

と
も
あ
っ
た
。
我
々
の
班
で
は
、

備
品
や
持
ち
物
の
不
足
が
出
な
い

よ
う
に
話
し
合
い
、
夜
間
、
洗
濯

物
を
取
り
込
む
時
、
他
班
の
も
の

を
拝
借
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

「
精
神
棒
」
と
は
、
野
球
の
バ
ッ

ト
の
ヘ
ッ
ド
よ
り
太
く
長
い
も
の

で
、
オ
ス
タ
ッ
プ
（
鉛
の
大
き
な

洗
濯
桶
）
に
、
精
神
棒
を
漬
け
て

叩
く
と
、
水
の
飛
沫
が
と
び
威
力

が
あ
る
。
尻
は
真
っ
青
で
あ
る
。

洗
濯
は
辛
い
。
冬
は
洗
い
場
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
を
素
足
で
行

く
の
も
訓
練
。
厳
し
い
。
洗
濯
後

の
片
付
け
、
穴
の
あ
い
た
靴
下
は

石
鹸
を
入
れ
て
縫
う
。
シ
ャ
ツ
、

ズ
ボ
ン
な
ど
は
布
を
あ
て
て
縫
う
。

ボ
タ
ン
付
け
な
ど
も
家
に
い
た
時

も
や
っ
て
い
た
の
で
上
手
に
で
き

た
。
体
力
、
技
術
、
学
習
、
分
隊

長
の
精
神
教
育
、
講
話
な
ど
で
洗

脳
さ
れ
る
。

訓
練
の
合
い
間
に
分
隊
で
の
相

撲
大
会
が
計
画
さ
れ
、
教
官
を
含

め
40
名
く
ら
い
。
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

で
試
合
が
あ
り
、
見
事
に
優
勝
。

班
長
か
ら
「
よ
く
や
っ
た
」
と
労

い
の
言
葉
が
あ
っ
た
。

学
習
の
総
仕
上
げ
は
辻
堂
演
習
。

ゲ
ー
ト
ル
を
巻
き
、
銃
を
担
い
で

松
林
の
中
の
匍
匐
前
進
。
小
雨
の

降
る
中
、
汗
と
泥
に
ま
み
れ
、
全

員
死
に
物
狂
い
で
頑
張
り
、
演
習

が
事
故
な
く
終
了
。
終
わ
り
に
近

く
の
家
庭
で
昼
食
。
熱
い
み
そ
汁
、

沢
庵
に
野
菜
、
久
し
ぶ
り
の
畳
は

何
と
も
い
え
な
く
安
堵
で
き
た
。

ど
の
隊
員
も
同
じ
気
持
ち
だ
っ
た

ろ
う
。

隊
員
は
そ
れ
ぞ
れ
希
望
の
基
地

へ
、
笑
顔
で
別
れ
た
。

昭
和
19
年
10
月
夜
半
、
横
須
賀

海
兵
団
を
分
か
れ
一
路
、
特
攻
基

地
大
浦
に
配
置
さ
れ
、
特
攻
隊
員

と
な
る
。
先
輩
た
ち
に
大
歓
迎
さ

れ
、
隊
員
と
し
て
の
自
覚
を
胸
に

受
け
止
め
た
。

戦
況
厳
し
く
、
基
地
は
Ｂ
29
艦

載
機
の
日
夜
の
攻
撃
で
、
ほ
と
ん

ど
防
空
壕
生
活
で
、
寒
地
訓
練
は

で
き
ず
蛟
竜
の
座
学
講
義
の
み
だ
っ

た
。先

輩
た
ち
は
夜
陰
に
紛
れ
て
出

撃
し
た
と
思
わ
れ
る
。
わ
た
し
は

先
輩
と
同
艦
し
て
の
出
撃
命
令
を

待
つ
。
「
蛟
竜
」
と
は
、
特
殊
潜

航
艇
の
こ
と
で
、
秘
密
兵
器
で
あ

る
。
魚
雷
２
本
を
搭
載
し
、
発
射

後
、
敵
艦
に
体
当
た
り
す
る
人
間

魚
雷
で
あ
る
。
ハ
ワ
イ
の
真
珠
湾
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー
で

体
当
た
り
し
て
い
る
。
洗
脳
さ
れ

て
い
る
の
で
、
体
当
た
り
す
る
こ

と
を
恐
ろ
し
い
と
は
思
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
遺
書
な
ど
も
作
成

し
て
い
な
い
。

昭
和
20
年
８
月
、
任
務
遂
行
前

に
終
戦
と
な
っ
た
。
天
皇
の
言
葉

を
講
堂
で
隊
員
一
同
で
聞
き
、
悔

し
さ
い
っ
ぱ
い
で
、
泣
く
者
は
一

人
も
な
く
、
机
や
椅
子
を
蹴
飛
ば

し
、
う
っ
ぷ
ん
ば
ら
し
を
し
、
部

屋
へ
帰
っ
た
。
そ
の
後
隊
員
は
身

の
回
り
の
処
理
、
基
地
内
の
整
理
、

焼
却
処
理
を
済
ま
せ
、
21
年
に
帰

郷
し
た
。
自
宅
に
つ
い
た
時
、
母

は
煮
物
を
し
て
い
た
。
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洗
脳
さ
れ
て
特
攻
隊
に

松
永

安
太
郎

戦争体験を語る松永安太郎さん
2016年12月18日

北部生涯学習センターにて

平和行動予定表

◇◇ ２月 ◇◇

26日 静岡市原水協 ヒバクシャ国際署名行動 12～13時 青葉公園前

27日 日本原水協1国際交流会 14:30～17:30 静岡グランシップ

28日 日本原水協全国集会 13～15時 グランシップ中ホール

分科会（1～6分科会）15:30～18:30 グランシップ内

◇◇ ３月 ◇◇

１日 ３･１墓参行進 9:15 焼津駅 墓前祭 10:30～11:30 弘德院

被災63年3･1ビキニデー集会 13:00～15:30 焼津市民文化会館

４日 国際女性デー集会 13時～ 産業経済会館

５日 小森陽一講演 14～16時 （リンク西奈） 竜爪山九条の会主催

11日 福島を忘れないメモリアルデー集会 12時～ 常盤公園

19日 戦争法廃止 宣伝・パレード 17時～ 青葉公園前

22日 ヒバクシャ署名 12～13時 青葉公園前


